
フロリアン・ガデン − 思想と手法 

 

ファルマコン、モナド、そしてバベルからの着想 

「ファルマコン」をテーマに掲げた三度の展覧会を通じて、フロリアン・ガデンの表現は重要な提案を続けた。

2017 年の展示は医療とエコロジーのアプローチを通じて芸術的感化を試み、私たちの身体が環境といかに関係性

を結ぶか問うた。ターミナル京都（京都）の伝統家屋の吹き抜けのエンタランスで鑑賞者を出迎えた「モナド」

のインスタレーションは、ライプニッツの概念「モナド」を参照し、世界の構成要素としての一つ一つのモナド

をその内部に植物の種子や菌床を内包する球体として表現した。マクロとミクロの視点の往復はガデンの重要な

手法の一つで、人類と地球、地球と宇宙、あるいは微生物と人間の関係性と存在様態を明るみに出した。また、

京都と大阪会場にそれぞれ君臨した二点の絵画は cellule babélienne とそのクローン（逆さまに展示）と名付けら

れ、高さ二メートルに及ぶ巨大な奇怪な建築である。細胞核を頂点に螺旋構造が地まで降りてくる途中には、ゴ

ルジ、ミトコンドリア、小胞といった細胞構成物を目の当たりにする。本作は、球体の中に閉じ込められた植物

彫刻である panspermie やそのほかの石彫刻と世界観にかんして密接な結びつきがある。生物建築の着想源となっ

たのは「バベルの塔」神話である。天まで届く塔により神の領域へ至ろうとした人間の傲慢さを象徴する塔の建

造は は、神が怒って人間言語が無数に分裂させたことにより失墜する。ガデンはこの理解不能な異言語を、

地上に生息する多様な生態系に結びつけ、今日分子生物学が明らかにする遺伝コードの普遍性を指摘しながら、

人間中心主義的思想に基づく今日の状況に対して新しいエコロジーの概念を提案する。 

 

作品「œ」 

地球上の人間のあり方について芸術を通じて新たな視点を見出そうとする態度は、「œ」にも引き継がれる。当

作品は２×４m の巨大な曼荼羅的世界を表象する数年来のガデンの研究の集大成として、2019 年神戸における展

示で天井絵画として鑑賞者を出迎えた。画面の頂点は世界の起源としての卵、それを取り巻く精子がやがて神経

細胞に姿を変えながら画面上部の緻密に描かれた毛細血管のレゾーとなる。画面中央に近づくにつれて健全であ

った細胞構成物や生体器官は変質し、病変し、免疫反応が戦いの比喩によって描かれる。下部へ視線を移動させ

ると、そこには見るものをゾッとさせる奇怪な形態を持つウイルスやバクテリア、人類をしばしば生存の危機に

陥れた凶悪なエイズウイルスやエボラウイルスを含める写実的な描写が大変な迫力を与える。全体として、上部

には生、下部に死が象徴されているが、人間の視線での解釈に過ぎず、生命は本質として生の中に死を内在し、

そのような二元論的思想はむしろ、ファルマコン（毒と薬を意味する両義的語）の概念の前に突き崩される。ガ

デンの思想には、上と下が反転すること、相反するものが複雑に絡むことにより生まれる新しい状態の存在が重

要な位置を占める。 

 

マチエールへの挑戦と実験 

花粉で描いたのはヴォルフガング・ライブであるが、ガデンの芸術もまた、動物・植物・鉱物由来の多様な素材

や物質によって具体化される。ケラチンの豊富な蝉の抜け殻、結晶化した硫酸銅を纏った雌牛の頭蓋骨、多種の

微生物を含む土を孕んだ彫刻など、などのマチエールに新たな命を吹き込む。このように、自然物を実験的方法

で作品に取り込むのはガデンの作品によく見られる手法だ。 

 

フロリアン・ガデン のアート 

また、最近の作品である「chiasme」は楕円形の画面に蛍光塗料による絵画で、絡まり合う網の目が果てし無く遠

ざかっていく様子を緻密なテクニックで表現している。この作品もまたガデンのキーワードである世界の卵を思

わせ、たった一つの細胞として始まる生が無数の細胞が関わりあう複雑な構造として個体を作り、個体が無数に

集まって同様に複雑な関係性を築くことで世界が成り立つことを思わせる。今日世界は見えない敵としてのウイ

ルスに震撼しメディアが煽るところの非尋常なる日常を日常として定着させようとしている。ガデンは芸術が門

外漢であるとされる医療やエコロジーの領域に果敢に踏み込み、芸術的アプローチを通じて、私たちの環境や生

きることについて異なる方法で考えるための枠組みを提案することを試みる。 

 



 

参考：フロリアン・ガデン（Florian Gadenne）ウェブサイト、 https://floriangadenne.com  

 

大久保美紀（ファルマコン展キュレータ、芸術批評） 
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